
 自分でつかむ自分の未来「はびろ学習会」                        

米原市 活動名 ： 「はびろ学習会」 柏原中学校      学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所：柏原中学校図書室               開始年度：令和４年度 

年間開催日数：３日                     地域学校協働活動推進員等数：３人（兼務３人）   

平均参加人数：20人                     学習支援員等 平均人数： ２人  

・学習形態     ：■個別の学力補充   □教材を使った一斉学習   □その他（       ）     

・教室のもち方   ：■平日放課後実施   □土曜日実施   ■長期休業日実施   □その他（       ） 

・学習支援員等の属性：□企業関係者 □行政職員 ■元教職員 ■地域住民 □大学生 □NPO等関係者  □その他 

■ 活動の概要と目的 

 ・テスト前および長期休業中に自宅での学習に取り組むことが難しい生徒への学習支援とする。 

 ・学習習慣の定着と自学自習ができる力を付けるきっかけとする。 

■ 特徴的な学習支援内容 

  参加者各自が教材を準備し、自分のペースで自主的に進めることを基本とした。 

■ 参加者の募集や事業実施に当たっての工夫 

  自分の都合に合わせた時間への参加とした。 

■ 事業の成果 

  テスト前も休業中も予想したより多くの生徒が参加した。基本的には全員黙々と取り組み、自ら学習に向かう姿勢づくりとする

ことができた。また、全開催日時に参加する生徒もおり、自学自習の習慣を身に付けるきっかけとなった。 

■ 事業実施上の課題と今後の学習支援活動に向けて 

  やはり、学習支援委員の確保が難しい。CS委員とも連携しながら探していきたい。また、部活動との兼ね合いや実施時刻の設定

が難しい。学習習慣をつけさせることが目的でもあるので、他の長期休業日やテスト前の土日にも実施していけるよう検討して

いきたい。 

 

 

 

 

 

 

 学力補充「いつやるの？今でしょ！教室」                         

米原市 活動名 ： いつ今教室  大東中学校      学校運営協議会 ：■有  □ 無 

主な活動場所：会議室、図書室、美術室                     開始年度：平成25年度 

年間開催日数：37日（開催ペース：定期テスト前・長期休業中）  地域学校協働活動推進員等数：１人   

平均参加人数：10～30人                    学習支援員等 平均人数： ７人  

・学習形態     ：■個別の学力補充   ■教材を使った一斉学習   □その他（       ）     

・教室のもち方   ：■平日放課後実施   □土曜日実施   ■長期休業日実施   □その他（       ） 

・学習支援員等の属性：□企業関係者 □行政職員 ■元教職員 □地域住民 □大学生 □NPO等関係者  ■その他 

■ 活動の概要と目的 

 ・概要 定期テスト前や長期休業中、また３年生入試前の時期に学力補充やテスト対策を実施する。 

 ・目的 学習に不安を持っている生徒の基礎学力定着と向上 

     自宅での学習に取り組むことが難しい生徒への支援 

     希望進路の実現に向けた個々の弱点補強や支援 

■ 特徴的な学習支援内容 

 ・参加希望者を募って実施 

 ・課題プリントを作成し、参加生徒の学力レベルに応じた指導 

 ・各生徒の疑問や質問に個別に対応 

■ 参加者の募集や事業実施に当たっての工夫 

 ・各テスト前や長期休業前に参加募集の案内を作成しての呼びかけ 

■ 事業の成果 

 ・生徒からは「丁寧に教えてもらえるのでわかりやすい」という感想が多い。 

 ・今年度は、国語・数学・英語に加えて社会の教室も開催する。 

・保護者からの事業継続実施を望む声が多い。 

■ 事業実施上の課題と今後の学習支援活動に向けて 

 ・学習支援員の一定数の確保や日程調整、開催日数増加の検討 

 

 

報告書記入者（  校長  ） 

【 いつ今教室の様子 】 

報告書記入者（  地域連携担当職員  ） 
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 伊吹山中学校  小論文対策講座                            

■ 活動の概要と目的 

 本校３年生の生徒を対象に、本県県立高等学校特色選抜や推薦選抜での入学検査で課

される小論文に対応するため、地域住民であり、高等学校教員でもある講師を招聘し、

「小論文対策講座」を実施した。 

■ 特徴的な学習支援内容 

  生徒は、本県県立高等学校のこれまでの小論文の問題を課題にして、本番さながらに

挑戦するとともに、学習支援員を務める講師が一人ひとりの小論文を添削することで、

自分の小論文を見直し、課題を改善できるように支援内容を工夫した。 

■ 参加者の募集や事業実施に当たっての工夫 

  自分の希望する進路に応じて、３年生に講座参加の希望を募った。広いランチルーム

を会場とし、ＩＣＴ機器を効果的に活用した。 

■ 事業の成果 

  生徒・保護者からも、「実施して欲しい」との声があり、地域のニーズに合っている。生徒一人ひとりが複数の小論文の課題に取

り組み、また、講師により個別に添削を行うことで、自分の小論文を見直し、課題を改善できるようになり、充実した講座とな

っている。 

■ 事業実施上の課題と今後の学習支援活動に向けて 

  小論文の添削に時間がかかるため、今後人材を増やすなど工夫する必要がある。 

 

 

 

 放課後学習会 ＆ 夏休み全校学習会                          

米原市 活動名：放課後＆長期休業中の全校学習会 伊吹山中学校  学校運営協議会 ： ■有  □無 

主な活動場所：本校ランチルーム 他             開始年度：令和元年度 

年間開催日数：放課後10日 長期休業中８日         地域学校協働活動推進員数：０人   

平均参加人数：30人                     学習支援員等 平均人数：２人  

・学習形態     ：■個別の学力補充   □教材を使った一斉学習   □その他（       ）     

・教室のもち方   ：■平日放課後実施   □土曜日実施  ■長期休業日実施   □その他（       ） 

・学習支援員等の属性：□企業関係者 □行政職員 ■元教職員 □地域住民 ■大学生 □NPO等関係者  □その他 

■ 活動の概要と目的 

  定期テスト前の放課後や長期休業中を利用して、生徒一人ひとりが、自分の習熟度や自分のペース応じて学習を進めることで、

基礎的・基本的な知識を習得する。さらに授業で学んだ内容や課題にじっくり取り組み、個別に質問できる場として開催した。 

■ 特徴的な学習支援内容 

  複数の学習支援員が生徒の要望に応じて支援できる体制をとることができるように

した。 

■ 参加者の募集や事業実施に当たっての工夫 

学習内容や課題等は、各生徒が自分で予定を立てて準備し、自由に質問ができるよ

うな形態をとっており、多くの生徒が参加を希望し、学習を進めることができてい

る。長期休業中は部活動と並行して午前中に実施し、部活動単位での学習会参加が

あった。 

■ 事業の成果 

  長期休業中や、部活動停止期間となる定期テスト前に実施したことで、生徒にとっ

ては充実した学習習慣を継続させることができた。また、自分の習熟度に応じて各

教科の学習を進めることができるため、目標が立てやすく、十分に理解できるまで学習に取り組むことができた。 

■ 事業実施上の課題と今後の学習支援活動に向けて 

  生徒のニーズに応じるようにするため、学習支援員の確保に努め、今後も個別の学習指導・支援ができる体制づくりを進めてい

く必要がある 

米原市 活動名：小論文対策講座  伊吹山中学校    学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所：本校ランチルーム                開始年度：令和元年度 

年間開催日数：３日（冬季休業中）              地域学校協働活動推進員数：０人   

平均参加人数：11人                    学習支援員等 平均人数： １人  

・学習形態     ：■個別の学力補充   ■教材を使った一斉学習   □その他（       ）     

・教室のもち方   ：□平日放課後実施   □土曜日実施  ■長期休業日実施   □その他（       ） 

・学習支援員等の属性：□企業関係者 □行政職員 ■元教職員 ■地域住民 □大学生 □NPO等関係者  □その他 

報告書記入者（  教頭  ） 

 

 

報告書記入者（  教頭  ） 

【 小論文対策講座 】 

【 放課後学習会 】 
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 地域の力を活用し、自律・創造・仁愛の 3本柱を大切する生徒の育成をめざす              

米原市 活動名 ： 米原学習教室（ＭＧＫ） 米原中学校      学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所：米原中学校                    開始年度：平成29年度 

年間開催日数：70日                      地域学校協働活動推進員数：２人   

（８月１週目5日間、10月以降月平均10日開講 

平均参加人数：20人                     学習支援員等 平均人数： 1～２人  

・学習形態     ：■個別の学力補充   ■教材を使った一斉学習   □その他（       ）     

・教室のもち方   ：■平日放課後実施   □土曜日実施   ■長期休業日実施   □その他（       ） 

・学習支援員等の属性：□企業関係者 □行政職員 ■元教職員 □地域住民 ■大学生 □NPO等関係者  ■その他 

■ 活動の概要と目的 

 ・コロナ禍を経て、学習面で不安を抱える生徒も多い中、長期休業中に、学習に不安を持っている生徒を中心に学習支援を行う。 

・３年生は２学期から放課後の時間を活用し、スーパーＭＧＫと題して地域で居場所づくりの活動している大学生に依頼し、学力

補充教室を開催する。 

 ・３学期は入試の小論文講座を１月に４回開催する。 

■ 特徴的な学習支援内容 

  今年度は、８月の第１週に１～３年の全学年、生徒が課題を持参し、元教員と地域ボラ

ンティアが個別指導を行った。３年生は９月より入試に向けた学力補充教室を週１～

２回開催した。１月には入試の小論文対策として元国語教員が指導にあたった。 

■ 参加者の募集や事業実施に当たっての工夫 

  全保護者あてに、案内を出した。課題の多い生徒は担任から直接声をかけた。 

  夏季学習について、３年生を中心に１，２年にも拡大して質問教室を実施できた。 

アンケートなどを実施し、内容の改善に活用した。 

■ 事業の成果 

  一人では課題に取りくめない生徒も、課題を提出することができた。３年生については講座を選択することにより、苦手教科の

克服につながった。また、入試を意識した学習を２学期から行うことができた。年齢も近い居場所づくりで実績のある大学生に

依頼することで生徒の安心感につなげることができた。 

■ 事業実施上の課題と今後の学習支援活動に向けて 

 ・教員の働き方改革の視点からも本事業は有用であるが教員ＯＢ等講師の確保が難しい。 

・朝の始業前の時間にも補習・質問教室ができるといいがこれも講師の確保が難しい。 

 

 笑顔いっぱい・学びいっぱい活動 ～自ら学ぼうとする生徒への学習機会の場の設定～        

米原市 活動名 ： 土曜バチスタ 河南中学校      学校運営協議会 ： ■有  □ 無 

主な活動場所：                       開始年度：平成29年度（昨年から活動名変更） 

年間開催日数：15日（開催ペース：月２日）         地域学校協働活動推進員等数：０人   

平均参加人数：8.7人                    学習支援員等 平均人数：２人  

・学習形態     ：■個別の学力補充   □教材を使った一斉学習   □その他（       ）     

・教室のもち方   ：□平日放課後実施   ■土曜日実施   □長期休業日実施   □その他（       ） 

・学習支援員等の属性：□企業関係者 □行政職員 ■元教職員 □地域住民 ■大学生 □NPO等関係者  □その他 

■ 活動の概要と目的 

  月２回土曜日の午前中に開催し、自主的に学ぼうとする生徒のために、その場を提供して、生徒の学びの基礎を育成する。 

■ 特徴的な学習支援内容 

本校を卒業した大学生と本校の元教員を講師に招き、自主的に学習を進めるうえで、わからないところをすぐに質問できる体制

を構築した。 

■ 参加者の募集や事業実施に当たっての工夫 

保護者宛の文書や学校通信によって周知した。９:00から12:00の間の都合のつく時

間帯で参加可能にした。 

■ 事業の成果 

家庭ではなかなか集中できない生徒も、土曜学習会に参加することで黙々と取り組む

雰囲気の中、集中して学習に取り組んでいた。わからないところをいつでも講師に教

えてもらえる環境で意欲的に学習できた。 

■ 事業実施上の課題と今後の学習支援活動に向けて 

講師の大学生の都合もあるため、開催日を事前に決定することに苦慮した。定期テス

ト前など多くの生徒が参加する傾向があり、今後も学習する場の提供は必要と強く感じた。 

■ その他 

  前日に、昇降口に案内をたて、メール配信で開講予定を事前に周知した。 

報告書記入者（  教頭  ） 

【 ＭＧＫの様子 】 

【 土曜バチスタの様子 】 

報告書記入者（  教頭  ） 
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